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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 中 等 教 育 現 場に お ける 地 理 履 修 率 の低 下 は， 学 校 教 育 現 場全 体 の地 理 教 育 力 の 低下 を 招い て

い る と の 認 識 から ， 日本 地 理 学 会 か ら「 教 員養 成 大 学 は 少 なく と も「 地 理 」 に 付 随し て 地域 調

査 （ フ ィ ー ル ドワ ー ク） を 必 修 と し て課 す べき 」 と の 提 言 がな さ れて い る 。 ま た ，小 学 校社 会

科 の 地 域 事 象 の教 材 化に 求 め ら れ る 教師 の 力量 と し て ， 地 域観 察 力と フ ィ ー ル ワ ーク 技 法が あ

る こ と に 加 え ，教 師 自ら の フ ィ ー ル ドワ ー クで の 感 動 ， 授 業実 践 にお け る 「 現 地 主義 」 への 転

換 が 重 要 に な るこ と が指 摘 さ れ て き た。  

 本 学 の 地 理 学分 野・地 理 学 教 室 で は，設 立以 来 ，「 現 地 主 義」を 掲げ ，フ ィ ー ル ドワ ー クに 力

点 を 置 い た 地 理学 教 育を 実 践 し て き た。 た だし ， そ れ は 個 々の 教 員が そ れ ぞ れ の 教育 活 動の 中

で 実 践 し て き たも の であ り ， 個 々 の 教員 が 「現 地 主 義 」 を どの よ うに 実 践 し て い るの か につ い

て ， 共 有 し て きた と は言 え な い 。 ま た， 学 生が 現 地 主 義 に 立つ こ とが で き る と い う期 待 はあ る

も の の ， ど の よう に 現地 主 義 に 立 て る人 材 育成 に つ な が る のか に つい て ， 深 く 議 論し た こと は

な か っ た 。  

 こ う し た 状 況を ふ まえ ， 本 研 究 で は， ま ず， 各 教 員 が 教 育上 実 施し て い る フ ィ ール ド ワー ク

の 内 容 に つ い て， 教 員相 互 の 参 照 が でき る こと を め ざ し た 。具 体 的に は ， 各 教 員 が個 別 に実 施

し て き た フ ィ ール ド ワー ク （ 巡 検 ， 地域 調 査） を 対 象 と し ，地 理 的見 方 ・ 考 え 方 を成 立 させ る

基 本 要 素 を そ れぞ れ が検 討 し た 。 そ の上 で ，談 話 会 を 開 い て， ど のよ う な 段 階 を 経て 「 現地 主

義 」 に 立 て る よう に なる の か を 検 討 した 。 得ら れ た 成 果 は 以下 の とお り で あ る 。  

１ ． い ず れ の 報告 で も， 景 観 を 読 み 解く 能 力を い か に 育 成 する の かに 力 点 が 置 か れ， 景 観か

ら 何 を ど う 感 じる こ とが で き る の か が現 地 主義 に 立 つ 思 考 力と 関 わる 点 が 指 摘 さ れて い た 。 

２ ． 言 葉 に も 社会 的 ルー ル に 不 自 由 のな い 国内 で の フ ィ ー ルド ワ ーク と ， 言 葉 に も社 会 的ル

ー ル に 不 慣 れ な海 外 での フ ィ ー ル ド ワー ク とで は ，ア プ ロ ー チに 違い が あ っ た 。キ ャン パス

内 を フ ィ ー ル ドと し た例 も 含 む と ，身 近な 地域・国内 地 域 で はフ ィー ル ド ワ ー ク のス キ ルア

ッ プ を め ざ そ うと す る傾 向 が み ら れ た 。ま た ，海 外 で は 事 前 の学 習 をふ ま え た フ ィ ール ド ワ

ー ク に よ っ て ，日 本 では 得 難 い 経 験 を体 得 する こ と に 重 点 を置 く 傾向 が み ら れ た 。  

３ ． 単 に 現 地 に行 く だけ で は 何 も 得 られ な いと い う 見 解 も 一致 し てい る 。 地 域 に 関す る さま

ざ ま な 分 野 の 書物 に よる 学 習 ，地 理 的 技 能・地理 的 味 方・考 え 方 を 動員 し て の 地 誌 書や 地 図

で の 下 調 べ ，社 会 構 造へ の 関 心 を 高 める た めの 日 常 的 学 び など と ，知 識・教養 と 現 地 の実状

と の 相 互 作 用 が重 要 であ る こ と が 指 摘で き る。  

４ ． フ ィ ー ル ドワ ー クに は ， 諸 段 階 があ り ，そ れ ら が 結 び つい て 現地 主 義 に 立 て る人 材 が育

成 で き る と 考 えら れ た。地 理 学 を 専 門 とす る学 生 は ，ス パ イ ラル に修 得 で き る こ とが 重 要に

な り ， 他 の 学 生に つ いて は ， 部 分 部 分を 多 面的 に 修 得 で き るこ と が重 要 に な る 。  

 

（ 1193 文 字 ）  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

 報 告 書 （ 冊 子 ）。 地 理教 育 学 会 で の 発表 予 定。  

 


